
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Information Science and Intelligent Systems (Day Course) [⇒Japanese]

Biological and Medical Engineering 2 units (selection)

Yoshio Mogami ·Associate Professor / Basic Information Science, Department of Information Science and Intelligent Systems, Shoichiro Fujisawa · Professor / Institute of Technology and Science

Katsuya SATO ·Associate Professor / Institute of Technology and Science, Shin-ichi Ito ·Assistant Professor / Institute of Technology and Science

Target〉 生体医用工学と知能情報工学との関連と類似性および人工的知能へのア
プローチを講述する．

Outline〉 人の運動機能や運動制御，生体医用工学および細胞工学の概説を行う．
その中で，筋骨格系の運動学や人体モデル，細胞内情報伝達機構，ならびに，
脳の構造と情報処理メカニズムおよび脳活動計測法について講義する．さら
に，ニューラルネットワークとその応用および自律知能・生物群知能につい
て講義する．

Keyword〉 運動機能, 人体計測, brain, 脳波, 再生医療, 細胞内情報伝達, neuron,
neural network, 自律知能, 生物群知能

Relational Lecture〉 “Optimization Theory”(0.5), “Knowledge Systems”(0.5),
“Intelligent Systems”(0.5)

Requirement〉 人工知能や機械学習の基礎知識を習得していることが望ましい．
Notice〉 適宜演習を課すので，すべての演習のレポートを必ず提出すること．
Goal〉 授業計画 1∼ 4においては，学際的バイオメカニズムについての概説を行
う．人の運動学や運動制御，人体計測や歩行分析，筋骨格系モデルや人体計
測についての解説を行う．授業計画 5∼ 8においては，生体医用工学の中でも
再生医療における工学技術の貢献，および細胞制御のための細胞内情報伝達
系について理解し，医工融合領域研究の現状に触れる．授業計画 9，10にお
いては，主に人間の脳の情報処理メカニズムと脳活動計測法の習得とその応
用事例を概観することで，人間中心設計のシステム構築に対する問題解決力
を養う．授業計画 11∼ 15においては，生体・生物の情報処理を模倣した手法
の習得とその各種問題への適用例とから，視野の広い問題解決力を獲得する．

Schedule〉
1.運動学と運動制御
2.人体計測学と歩行分析
3.筋肉の構造と運動学的筋電位
4.福祉と情報処理
5.再生医療技術の概説および工学との関わりについて
6.力学刺激情報が生体組織へ及ぼす影響の概説
7.細胞レベルにおける力学刺激情報の受容機構について
8.細胞力覚機構解明を目指した実験的取り組みの紹介
9.脳の神経細胞の構造と動作

10.脳波 (EEG)および脳波の計測
11.ニューロンとニューラルネットワーク
12.階層型ニューラルネットワークと学習アルゴリズム
13.階層型ニューラルネットワークの各種問題への適用
14.多様な自律知能行動体
15.生物群知能

Evaluation Criteria〉 講義中に課す演習のレポートの提出状況およびその内容を
評価したものを成績とする．

Textbook〉 講義資料は，Web 上で閲覧できるようにする．閲覧の方法は，授業
開始時に指示する．

Reference〉
�福島邦彦「神経回路と情報処理」
�樋渡涓二「生体情報工学」

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216056
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Mogami (D102, +81-88-656-7505, moga@is.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: Mon. 15:00–18:00 (Refer to the notice of the department in every
year.))

Note〉
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 2時間の予習と 2時間の復習
をしたうえで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
�授業計画 1∼ 15は，各講義において課される演習により達成度評価を行なう．
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